
事業体（団体）名 埼玉県企業局

事業名称 ラオス 水道公社における浄水場運転・維持管理能力向上支援事業

実施期間 2016年１月～2019年１月

主催機関 埼玉県（JICA草の根技術協力事業）

事業概要・目的

　埼玉県企業局は、JICA草の根技術協力事業として、ラオスの水道公社が所管する浄水場

に対し、技術者派遣、研修員受入を通じ、浄水場の運転管理・維持管理及び水質管理能力

向上の技術支援を実施している。

○　支援目的　　ラオスにおける水道公社職員の技術力向上により、浄水場の健全な

　　　　　　　運転、良質な水の供給を目指す。

○　支援対象　　ビエンチャン特別市、ルアンパバン県、カムアン県の浄水場

○　活動内容　　薬品注入ポンプのメンテナンス、薬品注入量の計算・注入制御、ろ過池

　　　　　　　洗浄等の指導

＜2017年度実績＞

１　技術者派遣

　　第１回派遣（2017年６月６日～６月18日：ルアンパバン県）：３名

　　第２回派遣（2017年９月３日～９月16日：カムアン県）：３名

　　第３回派遣（2017年12月３日～12月16日：ビエンチャン特別市）：３名

　　事業方針協議（2017年7月10日～7月15日：ビエンチャン特別市）：３名

２　研修員受入れ

　　講義・現場体験（2017年11月20日～12月１日）：３名

対象（相手）国・機関名 ラオス・公共事業運輸省水道局

写真

ルアンパバン県での活動 カムアン県での活動 



事業体（団体）名 埼玉県企業局

事業名称 タイ地方水道公社　研修員受入れ

実施期間 2018年２月

主催機関 埼玉県

事業概要・目的

　JICA草の根技術協力事業によるタイ地方水道公社（PWA）への技術支援（2011～2015

年度）終了後、PWAから支援継続の強い要望があり、タイにおけるより高度な水道技術の

向上を図るため、研修員の受入れを通じた技術支援を実施した。

○　研修期間　　2018年２月６日～２月16日

○　研修員　　　PWA本社及び地域事務所職員　８名

○　研修目的　　浄水場における省エネルギーの手法、浄水場の省スペース化を実現する

　　　　　　　ためのファシリティ・マネジメント及び自動水質監視装置の活用による

　　　　　　　水質管理に関する専門的知識及び技術の習得を目指す。

○　研修内容　　講義、実習及び浄水場・水道関連企業見学

○　費用分担　　【企業局】　　　　　　　　　　【PWA】

　　　　　　　　　・　日本国内の旅費　　　　　　 ・　日本への旅費（航空運賃）

　　　　　　　　　・　研修に係る通訳費　　　　　 ・　宿泊費

　　　　　　　　　・　研修資料費　　　　　　　　 ・　日当

対象（相手）国・機関名 タイ・タイ地方水道公社

写真

講義 排水処理施設見学 


